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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

「ふくしずく」は、満開（花穂全体の80％以上の小花が咲いた時期）から満開後７日の期間にジベレリン50～100

ppmの単用処理により果粒肥大が促進され、裂果の発生も減少する。なお、裂果の発生は、満開後５日処理で少な

く、満開後7日より遅い処理で多くなる。糖度は満開期処理で高い。

(1) 「ふくしずく」は４倍体無核品種であり、商品性を高めるためにはジベレリン処理が必要である。そこで、2006～20

09年の４ヵ年にわたって処理濃度（50、100ppm）と処理時期（満開期から満開後10日）が果粒肥大と果実品質

に及ぼす影響を検討した。

(2) ジベレリン処理により1.5～２倍程度、果粒肥大が促進される（表１）。果粒肥大効果は50ppmより100ppm処理で

高かい（表１、図１）。処理時期では満開期処理より満開後５日以降の処理で果粒肥大促進効果が高い（表１、図

２）。

(3) 着粒数は100ppm処理で少なく、糖度は50ppm処理で高くなる。また、満開期処理で糖度と糖酸比が高まる（表１）。

(4) 裂果発生率は無処理（28.2%）に対しジベレリン処理区（4.4～12.8％）は少なく、ジベレリン処理により裂果の発生

が顕著に抑制される。処理時期では満開後５日処理が満開後10日処理より少なくなる（表１、図３）。なお、因子

分析では裂果と処理日、処理濃度および着粒密度との関連性が認められ、100ppm処理で抑制される傾向が認

められる（表２）。

(5) 満開から満開後10日の期間では、処理時期と処理濃度間の相互効果(交互作用)は認められない。

２ 期待される効果

(1) 適切なジベレリン処理により商品性の高い「ふくしずく」生産が可能となる。

(2) 処理時期と濃度の効果が明らかとなったので処理方法を選択することで目的に応じた果実品質の「ふくしずく」

の生産が可能となる。

３ 適用範囲

県下全域

４ 普及上の留意点

(1) 標準処理は満開～満開後７日、50～100ppm処理とする。糖度確保を優先する場合は満開期処理とする。

(2) 露地栽培では、裂果を回避するため満開後５日までの処理が望ましい。

(3) 雨よけ栽培では、満開後７日処理により果粒肥大の促進を図ることが可能である。

(3) 本成果の適用は、農薬登録変更後とする。
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